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９９月月
議会議会

　　

令
和
２
年
９
月
定
例
会
が
９
月

令
和
２
年
９
月
定
例
会
が
９
月
２２
日
か
ら

日
か
ら
1616
日
ま
で

日
ま
で
のの
1515

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
令
和
元
年
度
の
各
会
計
決
算
認
定
、
条
例
の
制
定

　
議
会
で
は
令
和
元
年
度
の
各
会
計
決
算
認
定
、
条
例
の
制
定

お
よ
び
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

お
よ
び
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
2222
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度　
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計

　
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

町税
19 億 590 万円

(25.1％）

使用料及び手数料
1 億 5908 万円

(2.1％）

諸収入
2 億 1666 万円

(2.9％）

その他
4 億 6808 万円

(6.1％）

地方交付税
24 億 1696 万円

(31.8％）

その他
4 億 2851 万円

(5.6％）

国庫支出金
7 億 3488 万円

(9.7％）

県支出金
5 億 3798 万円

(7.1％）

町債
7 億 2954 万円

(9.6％）

自主財源
27 億 4972 万円

(36.0％）依存財源
48 億 4788 万円

(64.0％）

●一般会計歳入　７５億９７６０万円

●自主財源
町が自主的

に集めるこ

とが出来る

お金。

●依存財源
国や県から

交付される

お金や借金

など。

●一般会計歳出　７５億３８０１万円 議会費
9353 万円

(1.2％）

総務費
11 億 9244 万円

(15.8％）

民生費
26 億 3183 万円

(34.9％）

衛生費
7 億 9149 万円

(10.5％）農林水産業費
1 億 7293 万円

(2.3％）

商工費
3419 万円

(0.5％）

土木費
5 億 5701 万円

(7.4％）

消防費
3 億 3382 万円

(4.4％）

教育費
7 億 9150 万円

(10.5％）

公債費
9 億 3878 万円

(12.5％）

● 

会
計
別 

歳
入
歳
出
決
算
額 ※ 2

※ 1 消費税を除いた額　　※ 2 不足分は積立金（留保資金）で補填

※ 1
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5 億５７０１万円
主な事業
○道路維持管理事業費 ４４７２万円
○公園管理費 １５８８万円
○住宅維持補修事業費 ２１６１万円

　土　木　費

令和元年度
主な事業を
ピックアップ

決算決算

１１億９２４４万円
主な事業
○ふるさと納税返礼品 ４６２万円
○老朽危険空家解体補助金 １９２万円
○コミュニティバス等路線運行維持費補助金 ４６８８万円

　総　務　費

２６億３１８３万円
主な事業
○後期高齢者医療療養給付費負担金 ２億４６４７万円
○介護保険広域連合負担金 ２億９０４４万円
○児童手当 ２億２６５２万円

　民　生　費

７億９１４９万円
主な事業
○じん芥収集業務委託料 ９８８３万円
○予防接種業務委託料 ２９６４万円
○健康診査事業委託料 １１７８万円

　衛　生　費

１億７２９３万円
主な事業
○水田農業担い手機器導入支援事業補助金 １６７９万円
○多面的機能支払事業費補助金 ３１１９万円
○ため池整備事業費 １５５０万円

　農林水産業費

　　３４１９万円
主な事業
○特産品販売促進事業補助金 １７５万円
○元気まつり補助金 ２８１万円
○鞍手町商工会補助金 ８３２万円

　商　工　費

３億３３８２万円
主な事業
○直鞍広域消防事務組合負担金 ２億４４３６万円
○消防団管理運営費 ２０８２万円
○防災無線費 ６１７３万円

　消　防　費

７億９１５０万円
主な事業
○小学校管理費 ７４６９万円
○中学校管理費 ７９８７万円
○幼稚園利用給付費補助金 １６６５万円

　教　育　費

９億３８７８万円
主な事業
○長期償還金元金 ９億９１万円
○長期償還金利子 ３７７９万円

　公　債　費

※数字は四捨五入しているため、必ずしも合計額と
　一致しているとは限りません。
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寄
附
件
数
が
昨
年
か

ら
４
分
の
１
弱
に
減

少
し
て
い
る
要
因
は
。昨

年
は

沖
縄
県

の
首
里
城
で
火
災
が
発
生

し
、
そ
の
た
め
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
サ
イ
ト
で
首
里
城

再
建
へ
の
寄
附
を
募
る
ケ

ー
ス
が
多
く
あ
っ
た
の
が

要
因
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
の
具
体
的
な
活

動
内
容
は
。

委
託
料

や
負
担

金
補
助
ま
た
は
交
付
金
が

大
き
く
ウ
エ
イ
ト
を
占
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
12
月

に
行
わ
れ
る
真
ん
中
鞍
手

コ
ン
サ
ー
ト
に
お
い
て
、
ふ

る
さ
と
納
税
返
礼
品
や
移

住
定
住
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
を
配
布
し
て
鞍
手
町

の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
民
間
が
行
う
キ
ャ

ン
ド
ル
ナ
イ
ト
く
ら
て
イ

ン
長
谷
観
音
や
ハ
ー
フ
リ

レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
町
を

活
性
化
す
る
事
業
に
対
し

て
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
構
想
で

行
う
事
業
な
の
か
。

現
在
は

空
家
の

相
談
体
制
の
整
備
を
行
っ

て
お
り
民
間
の
事
業
者
と

連
携
協
定
を
結
び
、
行
政
で

は
解
決
で
き
な
い
様
々
な

空
家
事
象
に
対
し
専
門
的

見
地
か
ら
の
意
見
を
受
け

て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
空

家
の
個
別
相
談
会
を
実
施

し
、
昨
年
度
は
22
件
の
相

談
が
あ
り
ま
し
た
。

町
内
の
空
家
件
数
と

空
家
バ
ン
ク
登
録
件

数
は
。

平
成
28

年
の
調

査
で
は
７
３
０
件
の
空
家

が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
度

再
調
査
を
行
う
予
定
で
す
。

現
在
の
団
員
数
で
消

防
団
活
動
に
支
障
は

な
い
の
か
。

現
在
の
団
員

数
は
１
５
１

人
で
す
。
現
実
と
し
て
団

員
の
確
保
は
難
し
い
状
況

で
す
が
、
今
年
度
よ
り
新

た
に
消
防
団
Ｏ
Ｂ
が
災
害

時
に
従
事
し
て
い
た
だ
く

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

町
税
の
現
年
度
分
と
滞
納

繰
越
分
の
合
算
し
た
収
入
率

は
町
民
税
95
・
81
％
、
固
定

資
産
税
96
・
43
％
、
軽
自
動

車
税
91
・
05
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

町
全
体
で
は
、
96
・
28
％

で
前
年
度
に
比
べ
０
・
21
ポ

イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
徴
収
努
力
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
町
税
は
自
主
財

源
の
根
幹
を
な
す
べ
き
も
の

で
あ
り
、
税
負
担
の
公
平
性

の
観
点
か
ら
も
収
入
未
済
額

解
消
の
た
め
、
収
納
率
の
向

上
に
、
よ
り
一
層
努
め
ら
れ

る
よ
う
望
み
ま
す
。

　

町
営
住
宅
家
賃
徴
収
に
つ

い
て
は
、
納
付
相
談
な
ど
に

よ
る
努
力
の
結
果
は
、
現
年

度
分
及
び
滞
納
繰
越
の
収
入

率
に
表
れ
て
お
り
、
全
体
で

は
、
前
年
度
よ
り
２
・
14
ポ

イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

滞
納
者
対
策
と
し
て
長
期

お
よ
び
悪
質
滞
納
者
に
対
し

て
は
民
事
調
停
や
提
訴
の
実

施
な
ど
、
さ
ら
な
る
厳
し
い

徴
収
姿
勢
を
示
し
、
滞
納
額

の
縮
減
に
最
大
限
の
努
力
を

払
わ
れ
る
よ
う
望
み
ま
す
。

　

保
育
料
は
、
収
入
率
が
前

年
度
に
比
べ
現
年
度
分
で

０
・
61
ポ
イ
ン
ト
増
加
、
滞

納
繰
越
で
１
・
82
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
徴

収
努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
収
入

率
は
、
前
年
度
に
比
べ
現
年

度
分
で
２
・
08
％
減
、
滞
納

繰
越
分
で
２
・
43
％
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。
収
入
未
済
額

は
６
１
１
１
万
円
で
前
年
度

に
比
べ
２
５
４
万
円
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

住
宅
新
築
資
金
等
の
貸
付

金
回
収
金
収
入
の
未
済
額
は

２
１
０
８
万
円
と
な
り
、
前

年
度
に
比
べ
69
万
円
減
少
し

た
が
、
未
収
金
の
回
収
に
つ

い
て
は
、
な
お
一
層
の
努
力

を
要
望
し
ま
す
。

滞
納
状
況
の
推
移

● 税目別の滞納額

● その他の滞納額

令和元年度決算

決算特別委員会質疑
ここでは、決算特別委員会で行わ
れた質疑を要約してお知らせしま
す。

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
費

問政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

推
進
事
業
費

問 政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長

空
家
流
通
促
進
事
業
費

問

政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長

問

消
防
団
管
理
運
営
費

問総
務
課
長

総
務
課
長

※質疑の内容、答弁は紙面の都合上、要約しています。
　会議録は、鞍手町ホームページや議会事務局で閲覧できます。
　尚、会議録の調製により、閲覧が遅れる場合がありますのでご了承ください。
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一
般
会
計
決
算
の
歳
入
面

を
見
て
み
る
と
、
本
町
の
重

要
な
歳
入
予
算
科
目
は
、
国

か
ら
の
交
付
金
が
大
き
な
ウ

エ
イ
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
町
税
の
伸
び
も

目
を
引
く
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
町
税
の
伸
び
は
、
人

口
の
減
少
の
中
、
法
人
誘
致

の
努
力
の
結
果
で
あ
る
と
評

価
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
町
有
地
の
有
効

利
用
と
民
有
地
の
情
報
収
集

に
努
め
、
さ
ら
な
る
法
人
誘

致
の
努
力
と
人
口
増
加
へ
の

取
り
組
み
に
期
待
し
ま
す
。

　

歳
出
面
に
お
い
て
は
、
空

家
対
策
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
積
極
的
な
事
業
展
開
に

期
待
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
庁
舎
建
設
に
向

け
た
事
業
も
進
み
始
め
て
い

ま
す
。
本
町
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
重
要
な
新
庁
舎
で
あ
る

こ
と
を
十
分
に
理
解
し
、
職

員
が
一
致
団
結
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
姿
に
安
ど
感
を
覚

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
庁
舎
建
設
に
あ
た
り
、

担
当
職
員
の
努
力
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
新
庁
舎
完
成
に

向
け
、
担
当
職
員
は
さ
ら
な

る
努
力
を
強
い
ら
れ
る
こ
と

が
推
察
さ
れ
る
が
、
町
民
が

利
用
し
や
す
く
、
愛
着
の
あ

る
新
庁
舎
が
完
成
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

　

こ
れ
以
外
に
も
多
く
の
事

業
で
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ

と
は
評
価
に
値
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

田
中　

二
三
輝

　　

意
見
書
１
件
を
全
会
一
致

で
可
決
し
、
国
の
関
係
機
関

へ
送
付
し
ま
し
た
。

  

●
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

　
教
育
長 

栗
田
ゆ
か
り
氏
の
任
期
が
令
和
２
年
10
月
３
日

を
も
っ
て
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
後
任
に
外
園
哲
也
氏
を

任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
賛
成
多
数
で
同
意
し
ま
し
た
。

  

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
教
育
委
員 

藤
井
睦
彦
氏
の
任
期
が
令
和
２
年
10
月
６
日

を
も
っ
て
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
同
氏
を
再
任
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

外
ほ か ぞ の

園 哲
て つ や

也 氏
任　期
令和２年 10 月４日
　　　　～
令和 5 年 10 月３日

藤
ふ じ い

井 睦
む つ ひ こ

彦 氏
任　期　
令和２年 10 月７日
　　　　～
令和６年 10 月６日

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
人
権
擁
護
委
員 

大
和　
勉
氏
の
後
任
と
し
て
山
田
伸
子

氏
を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た

山
や ま だ

田 伸
の ぶ こ

子 氏
任　期　
令和３年 1 月１日
　　　　～
令和５年 12 月 31 日

　

一
般
会
計
歳
入
予
算
の
執

行
状
況
は
、
前
年
度
に
比
べ

１
億
１
４
０
４
万
６
千
円
増

額
と
な
っ
て
い
る
。
自
主
財

源
の
大
半
を
占
め
て
い
る
町

税
は
３
５
１
１
万
４
千
円
の

増
と
な
っ
て
い
る
。
公
平
負

担
の
原
則
の
も
と
町
税
等
の

収
納
率
向
上
を
図
る
な
ど
自

主
財
源
の
確
保
に
努
め
ら
れ

た
い
。

　

一
方
、
歳
出
予
算
の
執
行

状
況
は
、
前
年
度
と
比
べ
１

億
９
３
４
５
万
６
千
円
増
額

と
な
っ
て
い
る
。
本
年
度
は

歳
出
総
額
の
44
・
85
％
が
義

務
的
経
費
で
あ
る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
経
費
の

削
減
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
は
、

本
年
度
は
黒
字
で
あ
る
が
、

翌
年
度
以
降
に
精
算
で
赤
字

に
な
る
こ
と
が
あ
り
得
る
こ

と
か
ら
十
分
注
意
を
払
い
経

費
削
減
に
努
め
ら
れ
た
い
。

そ
の
他
各
会
計
は
、
黒
字
で

あ
る
。
独
立
採
算
の
観
点
か

ら
収
入
等
の
確
保
に
努
め
ら

れ
た
い
。

　

次
に
普
通
会
計
の
本
年
度

主
要
財
政
指
標
は
、
経
常
収

支
比
率
は
98
・
80
％
で
前
年

度
に
比
べ
０
・
６
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
て
い
る
。
財
政
力
指

数
は
０
・
48
で
前
年
度
と
同

じ
で
あ
る
。
実
質
公
債
費
比

率
は
８
・
７
％
で
前
年
度
に

比
べ
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
増
加

し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
本
年
度
財

政
指
標
に
つ
い
て
は
、
前
年

度
よ
り
改
善
さ
れ
た
も
の
も

あ
る
が
、
下
回
っ
た
も
の
も

あ
り
、
引
き
続
き
財
政
健
全

化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

歳
入
歳
出
決
算
審
査
意
見
書
（
抜
粋
）

今
後
も
経
費
の
削
減
に
努
め
ら
れ
た
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方

財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対

し
地
方
財
源
の
確
保
を
求

め
る
意
見
書

討　

論

賛賛
成成
討討
論論
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添
田　
政
勝

野
口
美
恵
子

田
中
二
三
輝

宇
田
川　
亮

新
谷　
留
晴

篠
原　
哲
哉

有
働　
徳
仁

栗
田　
美
和

許
斐　
英
幸

西
藤　
典
子

的
野　
信
之

須
山
由
紀
生

議決
結果

教育委員会教育長の任命 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 同意

教育委員会委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

督促手数料及び延滞金徴収条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

後期高齢者医療に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
流域関連公共下水道事業特別会計補正予算（第
１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

水道事業会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和元年度一般会計決算認定 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 認定

令和元年度国民健康保険事業特別会計決算認定 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 認定
令和元年度かんがい施設維持管理運営費特別会
計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

令和元年度後期高齢者医療特別会計決算認定 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 認定

令和元年度住宅新築資金等特別会計決算認定 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 認定
令和元年度流域関連公共下水道事業特別会計決
算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
令和元年度谷山池パイプライン水利施設維持管
理運営費特別会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
令和元年度地方独立行政法人くらて病院貸付金
等特別会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

令和元年度水道事業会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
流域関連公共下水道事業西川処理分区管渠築造
工事（第３０工区）請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
流域関連公共下水道事業西川処理分区管渠築造
工事（第３１工区）請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
流域関連公共下水道事業西川処理分区管渠築造
工事（第３２工区）請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
道路改良事業　本町・今村線外１路線道路改良
工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

令和２年第７回定例会議案議決結果及び議員別賛否一覧表
議長は裁決には加わりません。○は賛成、●は反対を表しています

今
回
の
台
風
10
号
の
接

近
に
伴
う
避
難
所
の
開
設

や
運
営
に
つ
い
て
は
、
多

く
の
職
員
で
役
割
分
担
を

確
認
し
た
上
で
、
昼
夜
を

通
し
て
対
応
が
で
き
て
い

た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

台
風
10
号
に
よ
る
被
害

状
況
で
す
が
、
幸
い
に
も

大
規
模
な
被
害
は
発
生
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
台
風
10
号
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
事
前
に

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
の
パ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
準
備
が

で
き
て
い
た
こ
と
や
、
７

月
の
時
点
で
嘉
穂
・
鞍
手

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
の

立
会
い
の
も
と
、
中
央
公

民
館
に
避
難
ス
ペ
ー
ス
の

レ
イ
ア
ウ
ト
等
の
確
認
作

業
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
混
乱
も
な
く
避
難
所

の
開
設
、
運
営
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

行

政

報

告
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知
り
た
い
こ
と
望
む
こ
と

３人が３人が
一般質問一般質問

１．１．許許
こ の みこ の み

斐斐 英英
ひで ゆ きひ で ゆ き

幸幸　議員議員・・・・・・・・・・・８・・・・・・・・・・・８
　・まちづくりについて　・まちづくりについて
　・有害鳥獣駆除について　・有害鳥獣駆除について
　・副町長の任命について　・副町長の任命について

　一般質問とは、町長から提出された議案以外に、行政に対する疑問点につ
いて質問することです。
　一般質問の内容、答弁は質問者自身が要約し、広報委員会が校正したもの
です。
　質問の全文は、鞍手町ホームページや議会事務局で会議録を閲覧できます。
※尚、会議録の調製により、閲覧が遅れる場合がありますので、ご了承下さい。

２．２．宇宇
う た が わう た が わ

田川田川　　亮亮
あきらあきら

　議員議員・・・・・・・・・・・９・・・・・・・・・・・９
　・新型コロナ対策について　・新型コロナ対策について
　・プラスチックリサイクル業を行っているＭ社について　・プラスチックリサイクル業を行っているＭ社について

３．３．西西
さい と うさ い と う

藤藤 典典
の り この り こ

子子　議員議員・・・・・・・・・・・１０・・・・・・・・・・・１０
　・コロナ禍から身を守るために　・コロナ禍から身を守るために
　・情報通信ネットワークシステムの活用のために　・情報通信ネットワークシステムの活用のために
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町
の
総
合
計
画
が
あ

る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
を
踏
ま
え
た
計
画
に

修
正
す
る
よ
う
な
考
え
は
あ

る
の
か
。

町
の
総
合
計
画

は
現
在
、
第
五

次
総
合
計
画
の
後
期
計
画
を

策
定
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
の
突
発

的
な
感
染
症
対
策
を
総
合
計

画
に
位
置
付
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
た
だ
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ

る
影
響
に
つ
い
て
は
、
国
、

県
の
指
針
や
町
の
ウ
イ
ル
ス

等
対
策
行
動
計
画
な
ど
に
基

づ
き
対
策
を
講
じ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

役
場
の
移
転
地
に
く

ら
て
病
院
が
隣
接
し

て
で
き
る
こ
と
か
ら
、
移
転

先
が
今
後
、
町
の
中
心
に
な

っ
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
が
、
移
転
先
周
辺
の
開
発

や
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

計
画
に
基
づ
く

市
街
地
の
計
画

や
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
く
こ
と

は
当
然
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
立
地
適
正
化
計
画

を
策
定
中
で
あ
り
、
計
画
に

基
づ
い
て
進
め
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す

昨
年
６
月
に
も
有
害

鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て

質
問
が
あ
っ
た
が
、
猟
友
会

の
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
な
ど

で
す
ぐ
に
対
応
す
る
の
が
難

し
い
の
が
現
状
だ
が
、
町
長

の
考
え
は
。

現
在
、
有
害
鳥

獣
の
捕
獲
に
つ

い
て
は
猟
友
会
に
委
託
し
、

年
間
を
通
し
て
銃
器
及
び
箱

罠
に
よ
る
捕
獲
を
実
施
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
近
隣
の
自
治
体
で
は
、
新

た
に
狩
猟
免
許
を
取
得
し
、

有
害
鳥
獣
捕
獲
に
従
事
す
る

方
へ
免
許
取
得
に
関
わ
る
経

費
の
一
部
を
助
成
す
る
事
業

の
実
施
を
聞
い
て
お
り
、
今

後
本
町
で
も
有
害
鳥
獣
捕
獲

の
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
支
援
策
が

で
き
る
か
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

一
年
前
に
も
質
問
し

た
が
、
副
町
長
の
不

在
が
２
年
間
続
い
て
い
る
。

町
長
も
一
人
で
大
変
だ
と
思

う
し
、
職
員
も
ま
た
困
っ
て

い
る
と
考
え
る
が
、
町
長
の

考
え
は
。

私
と
同
じ
思
い

で
鞍
手
町
の
発

展
の
た
め
に
一
緒
に
動
い
て

い
た
だ
け
る
方
に
打
診
は
し

て
お
り
ま
す
が
、
な
か
な
か

良
い
返
事
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
せ
ん
。

　
で
き
れ
ば
副
町
長
の
候
補

者
を
こ
の
議
会
で
ご
提
案
で

き
れ
ば
と
い
う
ふ
う
に
考
え

て
お
り
ま
す
。

問
町長町長

▲新型コロナウイルス感染症対策のためマスクを着用しています。

「国、県の指針などに基づき対策を講じたい」「国、県の指針などに基づき対策を講じたい」

町町  

長長

町町  

長長

問

問

町の総合計画を修正する考えは？町の総合計画を修正する考えは？

許斐　英幸 議員

有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て

問

町町  

長長

副
町
長
の
任
命
に
つ
い
て

問町町  

長長

▶有害鳥獣の駆除の担い手である狩猟者が減少、高齢化している。
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３
億
５
千
万
円
を
超

え
る
国
か
ら
の
交
付

金
を
主
な
財
源
と
し
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
町
独
自

の
支
援
策
に
不
用
額
が
生
じ

た
場
合
、
他
の
支
援
策
を
行

う
考
え
は
。

不
用
額
が
生
じ

な
い
よ
う
、
支

援
策
の
周
知
に
努
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
交
付
金
の
額

を
下
回
る
よ
う
な
執
行
状
況

で
あ
れ
ば
、
追
加
の
策
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
同
時

流
行
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
の
補
助
金
額
と
対
象

者
を
拡
充
す
る
べ
き
で
は
。

厚
生
労
働
省
予

防
接
種
・
ワ
ク

チ
ン
分
科
会
は
、
予
防
接
種

法
に
基
づ
く
定
期
接
種
対
象

者
（
65
歳
以
上
の
高
齢
者
）

に
加
え
、
乳
幼
児
か
ら
小
学

校
低
学
年
、
医
療
従
事
者
等

が
希
望
す
る
場
合
に
優
先
的

な
接
種
を
呼
び
か
け
る
と
し

て
い
ま
す
。

　
町
と
し
て
前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
陽
性
で
、

自
宅
療
養
の
対
象
者

が
発
生
し
た
場
合
、
配
食
サ

ー
ビ
ス
や
健
康
状
態
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
が
必
要
と

な
る
。

　
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
場

合
、
交
付
金
に
よ
り
補
助
さ

れ
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る

が
、
町
と
し
て
の
対
応
は
。

個
人
情
報
の
観

点
か
ら
、
町
に

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
た
方
が
い
る

と
し
か
伝
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

ど
う
い
う
支
援
が
で
き
る

の
か
、
早
急
に
県
に
確
認

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ

イ
ク
ル
業
を
行
っ
て

い
る
Ｍ
社
は
、
昨
年
９
月
頃

か
ら
、
24
時
間
操
業
を
開
始

す
る
中
で「
騒
音
、異
臭
、煙
、

光
」
等
の
苦
情
が
周
辺
住
民

か
ら
出
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ

が
、
こ
れ
ま
で
の
対
応
は
。

令
和
元

年
９
月

に
廃
棄
物
処
理
業
者
が
操

業
を
始
め
て
い
る
が
問
題
は

な
い
の
か
と
の
通
報
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
環
境
事
務

所
や
消
防
、
警
察
、
県
土
整

備
事
務
所
、
町
が
立
ち
入
り

検
査
を
行
っ
た
結
果
、
産
廃

施
設
で
は
な
く
、
再
生
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
製
造
施
設
で
あ

り
、
法
的
な
違
反
行
為
は
な

い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。　

し
か
し
、
敷
地
内
の
設
備

に
お
い
て
何
点
か
の
問
題
が

あ
り
、
先
程
申
し
ま
し
た
関

係
行
政
機
関
よ
り
改
善
指
示

が
な
さ
れ
、
そ
の
後
、
改
善

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
関
係
行

政
機
関
が
そ
の
都
度
確
認
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
次
に
令
和
２
年
６
月
に
地

元
の
区
長
か
ら
Ｍ
社
の
「
騒

音
・
悪
臭
・
夜
間
照
明
」
な

ど
の
苦
情
が
あ
り
、
３
人
の

周
辺
区
長
と
と
も
に
工
場
内

を
視
察
し
、
Ｍ
社
社
長
と
改

善
点
な
ど
の
意
見
交
換
を
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
役
場
及
び

関
係
機
関
に
苦
情
は
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。

問
  

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
補
助
の
拡
充
を

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
補
助
の
拡
充
を

　　
「
前
向
き
に
検
討
し
ま
す

「
前
向
き
に
検
討
し
ま
す
」」

町
長
町
長

宇田川　亮 議員

問

問

農
政
環
境
課
長

農
政
環
境
課
長

町町  

長長

問

▶鞍手町では、10月１日から生後 6 か月から 18 歳学年齢までのインフルエンザ予防接
種費用の補助を開始しました。（詳しくは町ホームページでご確認ください。）

町町  

長長

町町  

長長
問 プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
再
生
業
の

Ｍ
社
に
つ
い
て
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感
染
が
広
が
る
と
深

刻
な
影
響
が
出
る
医

療
機
関
や
高
齢
者
介
護
・
障

が
い
者
福
祉
施
設
、
保
育
・

学
校
等
で
働
く
人
々
へ
の
定

期
的
検
査
体
制
と
、
そ
の
た

め
の
予
算
措
置
の
計
画
は
。

当
町
に
お
い
て

は
近
隣
よ
り
も

ま
だ
そ
う
い
っ
た
発
生
状
況

に
は
な
い
と
認
識
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
そ

う
い
っ
た
予
算
措
置
等
も
含

め
て
必
要
が
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
受

診
抑
制
等
で
経
営
悪

化
が
予
測
さ
れ
る
く
ら
て
病

院
へ
の
財
政
支
援
は
。

国
の
第
２
次
補

正
に
よ
り
、
県

に
お
い
て
重
点
医
療
機
関
へ

の
支
援
、
医
療
従
事
者
等
へ

の
慰
労
金
の
支
給
、
院
内
感

染
防
止
等
の
支
援
が
行
わ
れ

て
お
り
、
く
ら
て
病
院
に
お

い
て
も
財
政
的
な
支
援
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
町
と
し
て
は
総
務
省
が
発

出
す
る
地
方
公
営
企
業
繰
出

金
通
知
に
準
じ
算
定
し
た
普

通
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る

額
、
約
２
億
７
千
万
円
を
く

ら
て
病
院
運
営
費
負
担
金
と

し
て
支
出
す
る
こ
と
に
し
て

お
り
、
普
通
交
付
税
分
以
外

の
財
政
的
支
援
を
行
う
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
３

割
以
上
の
減
収
者
に

対
す
る
国
保
税
等
の
特
別
減

免
制
度
、
鞍
手
町
の
申
請
件

数
等
は
。

９
月
１

日

現

在
９
人
の
方
が
減
免
認
定

を
受
け
ら
れ
、
減
免
額
は

１
４
５
万
６
百
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
電
話
等
で
問

い
合
わ
せ
が
あ
っ
て
お
り
、

今
後
申
請
が
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。他

の
健
保
に
は
な
く
、

国
保
税
で
最
も
理
不

尽
な
子
ど
も
の
均
等
割
、
コ

ロ
ナ
禍
中
の
今
年
度
は
免

除
す
る
考
え
は
。

国
保
に
加
入
し

て
い
る
子
ど
も

だ
け
を
対
象
に
減
免
措
置

を
行
っ
た
場
合
、
他
の
保

険
に
加
入
し
て
い
る
被
保

険
者
の
子
ど
も
と
の
間
で

公
平
性
に
欠
け
る
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
の

考
え
方
か
ら
、
今
ま
で
の

考
え
方
に
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。

導
入
が
決
ま
っ
た
情

報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
活
用
の
た
め

に
、国
の
実
施
に
先
駆
け
て
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
人
材

を
配
置
す
る
考
え
は
。

現
在
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
の
実
現
に
向
け
た
児

童
生
徒
１
人
１
台
端
末
、
及

び
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
着
手
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

整
備
と
合
わ
せ
ま
し
て
、
今

後
は
国
が
２
０
２
２
年
度
ま

で
の
目
標
と
し
た
水
準
で
あ

る
、
４
校
に
１
人
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

支
援
員
配
置
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
こ
の
点
に
つ
き

ま
し
て
は
今
後
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問
町長町長

問

町町  

長長
問

町町  

長長

問

問

税
務
住
民
課
長

税
務
住
民
課
長

問

職員等に定期的 PCR職員等に定期的 PCR
検査を実施する考えは？検査を実施する考えは？

「そういう状況にはないと「そういう状況にはないと
認識しています」認識しています」

西藤　典子 議員

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
人
材
を
配
置

す
る
考
え
は

教
育
課
長

教
育
課
長

町町  

長長

82.1

73.3

86.8

76.2

66.6

82.1

0 20 40 60 80 100

算数

社会

理科

小学校のテスト結果

ＩＣＴを活用しなかった授業 ＩＣＴを活用した授業

▶ＩＣＴ活用の効果（文部科学省ＨＰ）
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コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
に
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

必
要
な
の
か
。

マ
イ
ナ

ン
バ
ー

カ
ー
ド
は
必
要
で
す
。

遠
隔
会
議
シ
ス
テ
ム

の
導
入
事
業
費
と
し

て
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

か
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て

会
議
場
に
出
席
者
が
集
ま
る

こ
と
な
く
会
議
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

基
本
的
に
は
行
政
機
関
等
の

会
議
を
リ
モ
ー
ト
で
行
え
る

よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

　

令
和
２
年
第
５
回
臨
時
会

が
７
月
21
日
に
開
催
さ
れ
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
踏
ま
え
た
本
町
独
自
の

支
援
策
や
国
の
補
正
予
算
に

係
る
関
連
予
算
な
ど
を
計
上

し
た
一
般
会
計
補
正
予
算
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

中
小
企
業
等
事
業
継

続
支
援
金
は
、
借
入

額
の
５
％
を
給
付
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
事
業
か
。

事
業
の

継
続
や

雇
用
の
維
持
を
図
る
た
め

に
町
が
指
定
す
る
13
の
融

資
制
度
を
活
用
し
て
融
資

を
受
け
た
中
小
企
業
等
に

対
し
支
援
金
を
給
付
す
る

も
の
で
す
。

避
難
所
の
備
品
は
ど

の
よ
う
な
も
の
を
購

入
す
る
の
か
。検

温
カ
メ
ラ
、

ス
ポ
ッ
ト
ク

ー
ラ
ー
お
よ
び
足
踏
み
式
の

消
毒
液
ス
タ
ン
ド
を
そ
れ
ぞ

れ
10
台
購
入
予
定
で
す
。

　

令
和
２
年
第
６
回
臨
時
会

が
８
月
18
日
に
開
催
さ
れ
、

業
務
請
負
契
約
の
締
結
お
よ

び
財
産
の
取
得
の
２
件
の
議

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
に

あ
た
り
、
ど
う
い
う
時
点
で

ど
の
よ
う
な
使
い
方
を
想
定

し
て
い
る
の
か
。

今
年
度
末
ま

で
に
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
準
備
し
て
、
ネ
ッ
ト

環
境
整
備
を
行
い
、
来
年
の

４
月
以
降
に
各
小
中
学
校
の

児
童
１
人
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
１

台
を
使
い
授
業
を
行
う
予
定

と
し
て
い
ま
す
。

問

問

教
育
課
長

教
育
課
長

問

問

問

総
務
課
長

総
務
課
長

第
５
回

第
５
回
臨
時
会

臨
時
会

第
６
回

第
６
回
臨
時
会

臨
時
会

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　
　
拡
大
防
止
の
た
め
更
な
る
取
り
組
み
を

主
な
質
疑

主
な
質
疑

税
務
住
民
課
長

税
務
住
民
課
長

地
域
振
興
課
長

地
域
振
興
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

●
公
立
学
校
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
施
設
整
備
事
業

　

 

鞍
手
町
立
小
中
学
校
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
構

築
業
務
請
負
契
約
の
締
結

●
財
産
の
取
得　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
全
員
賛
成
で
同
意

●
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

▲
全
員
賛
成
で
可
決

主
な
質
疑

主
な
質
疑

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て

遠
隔
会
議
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
つ
い
て

中
小
企
業
等
事
業
継
続
支

援
金
に
つ
い
て

避
難
所
衛
生
環
境
対
策
費

に
つ
い
て

▶新型コロナウイルス感染症に伴う鞍手町独自支援策（第 2 弾）
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■
編 

集 

後 

記

く
ら
て
議
会
だ
よ
り

第
131
号
●
発
行
／
福
岡
県
鞍
手
町
議
会　

 

●
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　
〒
８
０
７-

１
３
９
２  

福
岡
県
鞍
手
郡
鞍
手
町
大
字
中
山 

３
７
０
５　
☎ 
０
９
４
９
（
42
）
２
１
１
１　

  

●
印
刷
所
／
社
会
福
祉
法
人  

福
岡
コ
ロ
ニ
ー

発
行
責
任
者

発
行
責
任
者

編
集
ス
タ
ッ
フ

編
集
ス
タ
ッ
フ

議
会
議
長

議
会
議
長

星　
　
　
正　
彦

星　
　
　
正　
彦

委
員
長

委
員
長

野　

口　

美
恵
子

野　

口　

美
恵
子

副
委
員
長

副
委
員
長

西

藤

典

子

西

藤

典

子

委

員

委

員

有

働

徳

仁

有

働

徳

仁

委

員

委

員

新

谷

留

晴

新

谷

留

晴

委

員

委

員

委

員

委

員

添

田

政

勝

添

田

政

勝

的

野

信

之

的

野

信

之

ぶ ど う 狩 り

新型コロナウイルス対策に関する議会の傍聴について新型コロナウイルス対策に関する議会の傍聴について
　新型コロナウイルス感染症対策として、９月議会の傍聴については極力ご遠慮をお願いいた
しました。町議会に関心を寄せていただいている皆様にはご迷惑をおかけし、お詫び申し上げ
ます。しかし、未だコロナウイルスは消滅しておらず、１２月議会も９月議会と同様に下記の
項目についてご協力いただきますようお願いいたします。
１．発熱や咳等の症状があるなど体調がすぐれない方は傍聴をご遠慮
　　ください。
２．マスクを着用し咳エチケットにご配慮ください。
３．備え付けの手指消毒液で消毒したうえで傍聴してください。
４．本会議の傍聴席は通常 30 名を最大 10 名通常 30 名を最大 10 名に制限させていただきます。
　傍聴をご希望の皆様にはご不便をおかけすることになりますが、ご理解とご協力をよろしく
お願いいたします。
※なお、新型コロナウイルス感染症については日々状況が変化しており、それに伴い対応方針

（開会時間、日程等）が変更する場合がありますのでホームページ等で随時お知らせいたします。
問い合わせ　議会事務局　☎ 42 局 2111 番（内線 331）

　
令
和
２
年
が
明
け
早
く
も
10
か

月
。
本
来
で
あ
れ
ば
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
終

わ
り
年
末
に
向
け
徐
々
に
慌
た
だ

し
く
な
る
季
節
。
日
常
が
非
日
常

と
な
っ
た
今
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
る
影
響
で
私
た
ち
の
生
活
が
激

変
し
て
久
し
い
。
い
つ
終
息
す
る

か
わ
か
ら
な
い
中
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
・
三
密
な
ど
日
頃

聞
き
な
れ
な
い
言
葉
が
飛
び
交

う
。
新
し
い
生
活
様
式
に
も
徐
々

に
慣
れ
て
き
た
が
、
マ
ス
ク
無
し

で
外
出
で
き
る
日
が
来
る
こ
と
を

祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
的
野　
信
之

表紙の紹介表紙の紹介

　大人から子どもまで大人気のぶど
う。ぶどう狩りはもぎたて新鮮さを
味わえるのが魅力です。
　9 月 17 日に東海大学付属福岡高
等学校の 1 年生が町内のぶどう園で
ぶどう狩りを楽しみました。
　口の中に広がる果汁と甘い香りを
楽しみながら、生徒たちは家族への
お土産にぶどうを袋一杯に詰め込ん
でいました。


